
　令和6年度　新人研修プログラム 実施

到達

目標

行事 1
入職時オリエンテーション

看護部オリエンテーション
12 ケーススタディ発表会

院外

研修
静脈注射・点滴 フィジカルアセスメント

1 感染・医療安全 24
皮下注射

採血
7

静脈注射　点滴

12 死後のケア 9
急変時対応①
メンバー要請、物品準備

20 ケーススタディ① 11 人工呼吸器① 8 ケーススタディ② 6 輸血 20
急変時対応③
挿管準備、介助

12 ケース発表会

12 インスリンの知識　血糖測定 31 心電図モニター 14 導尿留置カテーテル 26 夜勤前OR 23
急変時対応②
意識レベル、心臓マ

22 人工呼吸器②　

19
吸引　経管栄養

26 1ヵ月を振り返って 31 1ヵ月を振り返って 14 3ヵ月を振り返って 31 4ヵ月を振り返って 25 6ヵ月を振り返って 26 もうすぐ2年目！ 12 ラダーⅠ修了式

全体

研修

院外

研修
/

看護協会　新卒看護職

員交流会
/ 看護協会　学会

勤務

21迅速なフィジカルアセスメ

ントで行う急変予測と対応

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

52 急変対応 116 入退院支援部門の

役割

117 病棟看護師が行う退

院支援

118 入退院支援における

病棟看護師の役割

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

39 看護師に必要な臨床検

査の知識

184 日常の看護ケアで考え

る倫理

47 看護師向け身体診察

初級編

27 やさしい心電図の読み方

 

59 看護記録　基礎編

2 上手な叱られ方

34 薬剤の基礎知識

18 仕事についていけないと感

じた時はどうしたらいいの？

【症状・生体機能管理技術】

・VS測定・血糖測定

・パルスオキシメーター

・採尿・検体取り扱い

【与薬の技術】

・経口、外用、座薬

・ネブライザー

【排泄援助援助】

・浣腸・摘便

【苦痛の緩和・安楽確保の

技術】

【創傷管理技術】

・褥瘡処置

23 安全安楽な採血を目指

して

24 安全な静脈注射の実施

を目指して

・安楽な体位の保持

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

12 新人看護師に必要な社会

人基礎力

11 社会人基礎力の基礎

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

37 家族に寄り添うグリーフケ

ア

187 身体拘束について考え

る

9月

【死亡時のケアに関する技

術】

・死後のケア

近江草津徳洲会病院　看護部

【創傷管理技術】

・褥瘡予防

e

ー

ラ

ー

ニ

ン

グ

【呼吸・循環を整える技術】

・人工呼吸器の操作

3月

・患者の特性や状況に応じた看護技術の選択と応用ができる

・情報収集を基にアセスメントし、個別性のある看護ができる

・自分の役割と責任を理解し、周りのメンバーと協働できる

・1年の振り返りと次年度の課題を見出すことができる

【食事援助技術】

・座位、臥床患者

・経管栄養

【与薬の技術】

・CV準備、介助、管理

10月 11月 12月 1月 2月5月 6月

【食事援助技術】

・嚥下障害のある患者

7月

・メンバーの一員として優先順位を考えて

　業務が遂行できる

・情報収集、看護計画、実施、評価ができる

・受け持ち患者に対して必要な看護ケアに

　ついて、十分な説明ができる

・夜勤業務の流れが理解できる

8月

到達度確認

（個人別・部署別）

　　【　　　　医療安全　・　感染対策　・　看護必要度　・　認知症　・　　褥瘡対策　　　　　　etc.　】　

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

徳洲会本部　進捗確認
到達度確認

（個人別・部署別）
年度末到達度確認

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

35 薬剤情報の調べ方

38 バイタルサインの評価

集合

技術

研修

日勤業務 遅出勤務開始 早出・夜勤業務開始~

【活動・休息技術】

・入眠、睡眠への援助

・体動、移動に注意が必要な

患者への援助

4月

・病院の概要を理解し、医療メ

ンバーとしての自覚を持つことが

出来る

・職場の環境に慣れ、病棟スタッ

フと関係を築くことができる

・日常業務の流れを理解し、助

言を受け‘業務を進めることができ

る

技術

評価

OJT

・基本的な看護技術を安全に実施できる

・実施した看護の記録ができる

・必要な情報を収集し、看護計画の立案ができる

・他部門の役割、場所を理解し、助言をもとに

　必要な行動がとれる

技術チェックリスト

（自己・他者評価）

【活動・休息援助】　　   　　　・

歩行介助・移動介助・移送

・清拭・洗髪・口腔ケア

・入浴介助・機械浴・部分浴

・陰部ケア　・整容

・おむつ交換・寝衣交換

【呼吸・循環を整える技術】   ・

体温調整・酸素吸入療法

・体位変換

【清潔・衣生活援助技術】

【環境調整技術】　　　　　　　　・

環境調整・ベッドメーキング

【排泄援助援助】　　   　　　　・

自然排尿、排便介助


